















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































サ変 サ変 サ五 サ変 サ上一
～ない （しない） 属しない 属さない （論じない）
～ず （せず） 属せず 属さず 論ぜず 論じず




属せられる 属される 論ぜられる 論じられる
～（さ）せる （させる） 属せさせる 属させる 論ぜさせる 論じさせる




































～な （するな） 属するな 属すな 論ずるな 論じるな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1　『朝日薪聞記事データベース（CD－mASK：）』1987年半～1992年版（山外アソシエーツ）。
2　「まい」の成立や接続に関する諸説については，吉嗣（1971）や此島（1973）が詳しい。
3　資料中には現れないが，「（酒を）燗する」「（酒を）酌する∬番する」「（手紙を）封ずる」「干す
　　　りよう　る」「漁する」などの書い方も同類である。また，「訳する」は（B）類であるが，語学学習の文脈
では「訳をする」「訳できる」などのように（A）類としても使われる。
4　『朝臼新聞』では「臆する」が「憶する」で代用表記されているが，「臆する」として扱った。
5　「措置を剛ずる」「措置を構じる」という誤記が各1例見られ，それぞれ「講ずる」「講じる」の
統計に含めた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstraet
　　　　It　is　often　noted　that　verbs　of　the　sahen　class，　iR　particular　compound　sahen
verbs　with　a　single－letter　Sino－Japanese　morpheme，　exhibit　morphological　aiternations
which　suggest　that　these　verbs　are　in　the　process　of　being　assimilated　into　the　major
regular　godan　and　ichidan　verba｝　classes．　In　this　paper　based　on　an　extensive　survey
of　the　morphological　altemations　of　sahen　verbs　in　the　electronic　text　of　Asahi
Shim　bun　1987－1992　（approximately　300，0eO，OOO　characters　in　size），　1　derfionstrate　that
the　morphological　a｝ternations　of　these　verbs　are　not　totally　random　or　idiosyncratic
as　has　been　assumed　in　previous　studies，　but　in　fact　result　from　several　identifiable
iRdependent　factors　such　as　the　phonological　structure　of　the　verb　and　the　preserva－
tion　of　morpho－syntactic　rules　from　older　times．
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